
方
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
日
時

９
月
29(

土)

午
後
１
時
よ
り

☆
場
所

お
宮
周
辺

☆
出
席

町
内
会
役
員
、
各

団
体
役
員
、
お
宮

総
代
の
皆
さ
ん
で

す
。
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発

行

責

任

者

赤

井

和

彦

編

集

責

任

者

楠

木

忠

司

町

内

新

聞

花尻

町内会 敬老会、学区民体育大会、お宮の清掃、
秋まつり、町内一斉清掃等について協議を行う！

去
る
８
月
22
日(

水)

、
午
後
７
時
よ
り
、
各
団
体
役
員
41
名

が
出
席
し
、
第
２
回
合
同
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
は
、
板
野
隆
副
会
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
赤
井
会
長
が

夏
ま
つ
り
の
お
礼
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
当
面
し
て
い
る
①
町
内
会
主
催
敬
老
会
、
②
学
区

民
体
育
大
会
、
③
秋
ま
つ
り
・
お
宮
の
清
掃
、
④
町
内
一
斉
清

掃
・
笹
が
瀬
川
堤
防
の
草
刈
り
等
々
に
つ
い
て
約
１
時
間
協
議

を
行
い
、
そ
の
後
、
夏
ま
つ
り
の
「
反
省
会
」
を
ま
し
た
。

体
協
主
催

学
区
民
体
育
大
会

期
日
は
10
月
７
日(

日)

陵
南
小
学
校

陵
南
学
区
民
体
育
大
会
は

10
月
７
日(

日)

に
開
催
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
大
会
は
惜
し
く
も

優
勝
を
逃
し
、
２
位(

競
技
の

部
、
応
援
の
部
と
も)

と
い
う

結
果
で
し
た
。

今
年
は
Ｗ
優
勝(

競
技
の
部
、

応
援
の
部
と
も)

を
目
指
し
、

関
係
団
体
が
中
心
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
の
で
、
町
内
会
の

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
出
場
選
手
の
要
請

を
体
協
、
子
ど
も
会
育
成
会

を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

声
が
か
か
っ
た
方
は
で
き
る

限
り
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

「
足
に
自
信
の
あ
る
方
、
出

場
し
て
や
ろ
う
か
」
と
思
わ

れ
て
い
る
方
は
、
９
月
中
旬

ま
で
に
、
体
協
役
員
か
育
成

会
役
員
、
町
内
会
三
役
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先
は
、
町
内
新
聞
５

月
号
の
裏
面
を
ご
覧
下
さ
い
。

な
お
、
例
年
怪
我
を
す
る

人
が
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
体

を
鍛
え
、
当
日
に
備
え
て
く

だ
さ
い
。

今
年
の
秋
ま
つ
り
は
10
月

20
日(

土)

・
21
日(

日)

に
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
具
体
的
日
程
は
次

の
通
り
で
す
。

◎
10
／
20(

土)

【一
日
目
】

☆
10
時

神
事

お
宮

☆
15
時

だ
ん
じ
り
行
進
出
発

き
き
ょ
う
公
園

※
途
中
、
あ
か
ね
公
園
で

休
憩
し
ま
す
。

☆
19
時

映
画
会

、
夜
店

き
き
ょ
う
公
園

※
行
進
時
に
奉
納
金
を
い

た
だ
い
た
方
に
は
「
富

く
じ
」
と
「
綿
菓
子
・

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
引
換
券
」

を
お
渡
し
し
ま
す
。

「
富
く
じ
」
は
翌
日
、

お
宮
で
の
抽
選
会
に
、

「
綿
菓
子
・
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
引
換
券
」
は
映
画
会

の
時
に
ご
持
参
下
さ
い
。

◎
10
／
21(

日)

【
二
日
目
】

☆
９
時
30
分

子
ど
も
相
撲

☆
11
時

抽
選
会

お
宮

二
日
目
の
子
ど
も
相
撲
終

了
時(

午
前
11
時)

か
ら
抽
選

会
を
お
宮
で
行
い
ま
す
の
で
、

お
宮
に
ご
持
参
下
さ
い
。

賞
品
は
お
楽
し
み
に
！

な
お
。
お
宮
で
奉
納
金
を

い
た
だ
い
た
方
に
も
「
富
く

じ
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

☆
11
時

出
店

お
宮

店
は
全
て
無
料
で
す
が
、

引
換
券
が
必
要
で
す
。
引
換

券
は
お
宮
で
お
渡
し
し
ま
す
。

な
お
、
20
日
が
雨
天
の
場

合
は
、
21
日(

日)

一
日
で
行

い
ま
す
。
両
日
雨
の
場
合
は

中
止
と
し
ま
す
。
但
し
、
雨

天
の
場
合
で
も
神
事
は
行
い

ま
す
。
ま
た
、
21
日
が
雨
の

場
合
は
そ
の
日
の
日
程
は
中

止
と
し
ま
す
。

お
宮
の
清
掃
は
次
の
通
り

行
い
ま
す
の
で
、
関
係
者
の

精
霊
送
り
は
８
月
15
日(

水)

に
あ
か
ね
公
園
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
白
石
西
町
内
会
が
当

番
で
あ
り
、
午
後
５
時
半
頃
か

ら
照
明
や
机
・
イ
ス
等
の
準
備

を
行
い
ま
し
た
。

午
後
６
時
半
頃
か
ら
次
々
と

お
盆
の
お
供
え
物
を
持
っ
た
近

隣
の
方
々
が
訪
れ
、
線
香
、
ロ

ウ
ソ
ク
に
火
を
灯
し
、
静
か
に

手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

お
供
え
物
は
一
旦
机
に
置
か

れ
た
後
、
役
員
の
手
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
袋
に
入
れ
ら
れ
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
に
並
べ
て
い
き
ま
し
た
。

午
後
７
時
過
ぎ
に
は
市
の
収

集
車
が
到
着
し
ま
し
た
。

午
後
８
時
頃
か
ら
収
集
車
に

お
供
え
物
の
積
み
込
み
を
行
き

ま
し
た
。

準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
暑
い

中
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

夏
休
み
に
入
る
直
前
の
７

月
16
日(

土)

に
行
っ
た
の
を
は

じ
め
、
８
月
25
日
ま
で
の
間
、

６
回
行
い
。
延
べ
45
人
が
参

加
し
て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。

幸
い
雨
は
ほ
と
ん
ど
降
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
連
日
大

変
暑
い
日
が
続
き
、
参
加
し

た
町
内
会
の
役
員
、
各
団
体

の
役
員
の
方
は
大
変
だ
っ
た

と
思
い
っ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
公
園
や

コ
ン
ビ
ニ
、
高
架
下
な
ど
は

重
点
的
に
見
回
り
ま
し
た
。

花
火
を
家
族
で
し
て
い
る
人

は
い
ま
し
た
が
、
近
所
に
迷

惑
を
掛
け
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

暑
い
中
、
ご
参
加
い
た
だ

い
た
町
内
会
役
員
、
各
団
体

役
員
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様

で
し
た
。

な
お
、
９
月
か
ら
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
は
週
１
回
と
な
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
次
回
は
９
月
15
日

(

土)

、
担
当
は
あ
か
ね
町
役

員
と
ソ
フ
ト
監
督
・
コ
ー
チ

の
皆
さ
ん
で
す
。

そ
し
て
、
10
月
20
日
は
き

き
ょ
う
町
と
編
集
委
員
会
、

11
月
17
日
は
み
ど
り
町
と
体

協
・
消
防
、
１
月
19
日
は
本

町
と
育
成
会
、
２
月
16
日
は

あ
か
ね
町
と
ソ
フ
ト
監
督
・

コ
ー
チ
、
３
月
16
日
は
き
き
ょ

う
町
と
編
集
委
員
会
で
す
。

お
盆
の
精
霊
送
り
厳
粛
に
行
わ
れ
る

町
内
一
斉
清
掃
参
加
の
お
願
い

秋
の
町
内
一
斉
清
掃
を
10

月
28
日(

日)

の
午
前
８
時
か

ら
行
い
ま
す
。

尚
、
集
合
場
所
の
変
更
等

も
あ
り
、
詳
細
な
内
容
は
、

町
内
新
聞
10
月
号
と
一
緒
に

「
お
知
ら
せ
」
配
布
し
ま
す

の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
一
世
帯
一
人
は
必

ず
参
加
し
て
下
さ
い
。
欠
席

の
場
合
は
、
３
千
円
徴
収
し

ま
す
の
で
、
ご
了
解
下
さ
い
。

但
し
、
町
内
会
と
し
て
認

め
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

ま
た
、
笹
が
瀬
川
堤
防
の

草
刈
り
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
始
末
に
各
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
６
名
を
人
選
し
て
い

た
だ
き
、
一
斉
清
掃
当
日
、

午
前
８
時
に
野
花
大
橋
の
下

に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

笹
ヶ
瀬
川
堤
防
の

草
刈
り
の
お
願
い

こ
の
秋
も
笹
が
瀬
川
堤
防

の
草
刈
り
を
行
い
ま
す
。

実
施
日
は
次
の
通
り
で
す
。

★
日
時

９
月
15
日(

土)

午
前
９
時
よ
り

★
集
合

野
花
大
橋
高
架
下

★
参
加

都
合
の
つ
く
方
の

参
加
を
お
願
い
し

た
し
ま
す
。

子
ど
も
会

廃
品
回
収
の

お

知

ら

せ

今
年
２
回
目
の
子
ど
も
会

の
廃
品
回
収
を
次
の
よ
う
に

行
い
ま
す
の
で
町
民
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
日
時

９
月
15
日(

土)

午
前
10
時
よ
り

な
お
、
今
ま
で
通
り
、
よ

く
目
に
付
く
場
所
に
出
し
て

置
い
て
下
さ
れ
ば
、
回
収
に

ま
い
り
ま
す
。

雨
天
の
場
合
は
延
期
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
当
日
、
宣
伝
カ
ー

で
回
り
ま
す
。

町
内
会
主
催

敬
老
会
を
９
月
17
日(
祝)

11
時
よ
り

町
内
集
会
所
で
行
い
ま
す

今
年
の
町
内
会
主
催
の

敬
老
会
は
、
９
月
17
日(

祝)

の
午
前
11
時
よ
り
集
会
所

で
開
催
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
参
加
資
格
は
、

満
70
歳(

昭
和
17
年
生
ま
れ)

～
79
歳(

昭
和
８
年
生
ま
れ)

で
す
。(

※
80
才
以
上
の
方

は
学
区
敬
老
会
に
参
加)

出
欠
の
確
認
は
婦
人
部

の
方
が
行
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
様
の
ご
出
席
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
敬
老
会
の
打
合
せ

を
次
の
通
り
行
い
ま
す
の
で
、

関
係
者
・
団
体
の
ご
出
席
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
日
時

９
月
９
日(

日)

午
後
７
時
よ
り

☆
場
所

町
内
集
会
所

☆
出
席
者

町
内
会
三
役
、

婦
人
部
、

親
和
会
、
育
成
会
、
は
と

ぽ
っ
ぽ
の
皆
さ
ん
で
す
。

秋
ま
つ
り
は
10
月
20
日(

土)

と
21
日

(

日)

の
二
日
間
で
行
う
予
定
で
す

暑
い
中
、
夏
休
み
中
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に

52
名
が
参
加
し
ま
し
た

ご
苦
労
様
で
し
た

暑い中でのパトロール、ご苦労様でした

第
２
回
合
同
役
員
会
で
協
議

事
項
を
提
案
す
る
赤
井
会
長

お盆のお供え物を持ち、次々と訪れる方々

お
宮
の
清
掃
の
お
願
い



お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
は

８
月
４
日(

土)

・
５
日(

日)

の

両
日
、
岡
山
市
街
地
を
中
心
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
う
ら
じ
ゃ
お
ど
り
」
は

４
日
・
５
日
の
両
日
、
市
役
所

筋
会
場
や
岡
山
駅
前
広
場
会
場

を
始
め
、
15
会
場
で
連
日
30
℃

を
超
す
炎
天
下
の
中
、
延
べ
６

千
７
百
人(

１
４
８
連)

が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

４
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
う
ら
じ
ゃ

会
場
に
は
、
踊
り
手
、
関
係
者
、

見
学
す
る
人
な
ど
多
く
の
方
々

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
「
子
ど
も
う
ら
じ
ゃ

踊
り
」
が
行
わ
れ
た
下
石
井
公

園(

写
真
上)

に
は
、
写
真
の
よ

う
な
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
の
様
な
踊

り
も
あ
り
、
元
気
の
良
い
子
ど

も
達
の
う
ら
じ
ゃ
踊
り
に
大
き

な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
周
辺
に
は
飲
食
店
や

グ
ッ
ズ
を
売
る
店
も
あ
り
、
大

変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

５
日
夜
の
市
役
所
筋
の
総
踊

り
で
は
、
見
学
者
も
出
演
者
も

一
緒
に
な
っ
て
踊
り
、
夏
の
一

夜
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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好
天
に
恵
ま
れ
た
７
月
28
日

(

土)

「
吉
備
・
陵
南
木
堂
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
が
吉
備
中
学
校

で
約
３
千
人
が
参
加
し
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
今
年
は
陵

南
学
区
が
担
当
と
い
う
こ
と
で

午
後
４
時
半
か
ら
陵
南
小
学
校

に
お
い
て
木
堂
夫
妻(

木
堂
は

白
石
の
板
野
裕
治
さ
ん
、
木
堂

夫
人
に
は
花
尻
本
町
の
吉
田
宏

世
さ
ん)

を
迎
え
て
歓
迎
の
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

木
堂
夫
妻
の
陵
南
小
学
校
到

着
に
合
わ
せ
て
午
後
４
時
25
分

よ
り
陵
南
詩
吟
会
の
メ
ン
バ
ー

５
名
に
よ
る
詩
吟
で
木
堂
夫
妻

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
夫
妻
は

席
に
着
き
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

は
西
谷
陵
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
の
司
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
河
本
信
一
陵
南
学
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
会
長
の

歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
、

大
正
琴
の
演
奏
、
幼
稚
園
児
の

う
ら
じ
ゃ
踊
り
、
そ
し
て
、
婦

人
会
の
花
笠
音
頭
、
来
賓
の
挨

拶
と
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
は
続
き
、

最
後
に
、
犬
養
木
堂
先
生
か
ら

集
ま
っ
た
地
域
の
方
に
お
礼
の

挨
拶
を
い
た
し
ま
し
た
。

午
後
５
時
、
人
力
車
に
乗
り
、

国
旗
を
振
っ
て
の
見
送
り
の
中
、

パ
レ
ー
ド
は
陵
南
小
学
校
を
出

発
し
、
会
場
で
あ
る
吉
備
中
学

校
に
向
か
い
ま
し
た
。

吉
備
中
学
校
で
は
木
堂
夫
妻

を
小
学
生
の
踊
り
、
太
鼓
の
演

奏
で
迎
え
、
グ
ラ
ン
ド
を
半
周

し
、
新
し
く
設
け
ら
れ
た
ス
テ
ー

ジ
に
木
堂
夫
妻
が
登
壇
し
、
歓

迎
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
始
ま
り
、

主
催
者
に
続
き
、
木
堂
生
は

挨
拶
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
午
後
６
時
か
ら

「
ふ
る
さ
と
総
踊
り
大
会
」

と
称
し
て
、
民
謡
太
鼓
や
吉

備
音
頭
な
ど
の
踊
り
等
が
賑

や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
８
時
15
分
か
ら
は
お

待
ち
か
ね
の
抽
選
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。

そ
の
頃
会
場
は
左
の
写
真

の
よ
う
に
超
満
員
、
抽
選
が

行
わ
れ
る
た
び
に
、
拍
手
と

歓
声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

陵
南
小
学
校
で
は
木
堂
先
生
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

木
堂
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
３
千
人
が
参
加
！

一
宮
地
区
で
は
「
び
ぜ
ん
一
宮
桃
太
郎
フ
ェ
ス
バ
ル
を
開
催

「
び
ぜ
ん
一
宮
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
吉
備
津
彦
神
社
駐
車
場

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
は
、
各
団
体
の
出
店

し
た
テ
ン
ト
が
並
び
、
蒸
し
暑

い
中
で
し
た
が
、
地
域
の
人
を

始
め
、
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い

ま
し
た
。
中
で
も
、
目
玉
で
あ

る
Ｊ
Ａ
一
宮
支
所
の
販
売
す
る

白
桃
は
、
市
価
と
比
べ
、
格
安

と
あ
っ
て
、
販
売
前
か
ら
多
く

の
人
が
並
ん
で
お
り
、
大
変
な

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

そ
の
他
に
も
色
々
な
食
べ
物

の
店
等
が
出
店
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
出
し

物(

竜
王
太
鼓
、
キ
ッ
ズ
フ
ェ

ア
等)

や
福
引
き
、
宝
探
し
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
、
暑
い
中

で
し
た
が
、
楽
し
い
催
し
物
が

行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
大
変
な

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

７
月
29
日(

日)

、
暑
さ
厳

し
い
中
、
午
前
９
時
よ
り
、

中
山
中
学
校
生
徒
の
吹
奏
楽

の
演
奏
を
皮
切
り
に
第
20
回

賑
わ
っ
た
吉
備
津
彦
神
社
の
御
田
植
祭
！

祭
事
は
厳
粛
に
滞
り
な
く
行
わ
れ
る

暑
い
中
、
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

う
ら
じ
ゃ
お
ど
り
に
は
６
千
７
百
人
が
参
加

花
火
大
会
は
は
27
万
人
が
来
場
！

吉備中グラウンドを埋め尽くした人々

吉
備
津
彦
神
社
境
内
は
人
の
波

大
変
な
賑
わ
い
で
し
た

８
月
２
日(

日)

一
宮
の
吉
備

津
彦
神
社
に
平
安
時
代
か
ら
伝

わ
る
県
指
定
重
要
無
形
民
族
文

化
財
の
「
御
田
植
祭(

通
称

お

お
ん
だ
う
え
さ
い

田
植)

」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
北
の
道
路
な
ど
に
は
多
く

の
露
店
が
並
び
、
馬
場
と
呼
ば

れ
る
広
場
で
は
盆
踊
り
が
行
わ

れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

午
後
９
時
か
ら
は
宮
司
さ
ん

達
に
よ
り
本
殿
で
厳
か
に
神
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
小
中
学
校
の

女
子
生
徒
に
よ
る
古
式
に
の
っ

と
っ
た
「
田
舞
」(

田
植
え
の

た

ま

い

様
子
を
表
現
し
た
舞)

が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
約
１
時
間
で
舞

は

終

わ

り

、

そ

の

後

、

「
御
斗
代
祭
」
に
移
り
、
男
子

み

と

し

ろ

さ

い

中
学
生
ら
を
先
頭
に
氏
子
や
宮

司
が
続
き
、
６
本
の
稲
束
を

御
羽
車
と
い
う
み
こ
し
に
乗
せ

お

は

て
二
つ
の
池
ま
で
運
び
設
け
ら

れ
た
祭
壇
に
奉
納
し
、
今
年
の

豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

神
社
の
駐
車
場
で
は
，
や
ぐ
ら

を
囲
ん
で
老
若
男
女
が
各
町
内

ご
と
に
踊
り
の
輪
に
参
加
し
て

踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

一
方
、
多
く
の
露
店
が
並
ん

だ
吉
備
津
彦
神
社
周
辺
は
、
若

い
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
連
れ
、
友

達
ど
う
し
等
で
大
変
な
人
出
で

あ
り
、
吉
備
津
彦
神
社
周
辺
は

夜
遅
く
ま
で
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

川
入
八
幡
宮
で
も
夏
ま
つ
り
を
行
う
！

８
月
４
日(

土)

、
川
入
八
幡

宮(

宮
司
は
田
井
良
一
さ
ん)

の

夏
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
５
時
半
か
ら
、
宮
総
代
、

地
域
の
方
々
が
参
加
し
、
田
井

宮
司
さ
ん
に
よ
っ
て
神
事
が
厳

粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
30
分
で
神
事
は
終
わ
り
、

そ
の
頃
に
は
、
境
内
の
夜
店
も

氏
子
さ
ん
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン

し
、
金
魚
す
く
い
や
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
か
き
氷
も
売
ら
れ
て

お
り
、
多
く
の
人
が
涼
を
求
め
、

買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

桃の即売場には販売前から長い列が！

下石井公園では「子どもうらじゃ踊り」

境
内
は
た
く
さ
ん
の
夜
店
が
出

て
、
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た

注
目
連
の
俄
喜
屋(

に
わ
か
や)

の
華
麗
な
踊
り(

野
田
屋
町
公
園)

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
「
び
ぜ
ん

一
の
宮
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」

人
力
車
に
乗
り
、
陵
南
小
学
校

を
出
発
す
る
木
堂
夫
妻
と
隊
列

吉
備
中
学
校
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

で
挨
拶
す
る
木
堂
夫
妻

境
内
に
は
金
魚
す
く
い
や
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
、
か
き
氷
も
あ
り
ま
し
た

女子生徒による古式にのっとった「田舞」
た ま い

男子中学生を先頭に祭壇に向かう行列

花
火
大
会
は
４
日
の
夜
、
旭

川
原
で
午
後
７
時
30
分
～
８
時

30
分
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
場
者
は
主
催
者
発
表
で
家

族
連
れ
な
ど
27
万
人
、
旭
川
堤

防
は
人
で
埋
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
後
楽

園
や
ビ
ル
の
屋
上
、
橋
の
上
な

ど
様
々
な
場
所
で
岡
山
市
の
花

火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

私
は
昨
年
に
続
い
て
、
後
楽

園
か
ら
花
火
を
撮
り
ま
し
た
。

幻
想
庭
園
も
開
催
さ
れ
て
お
り

多
く
の
入
園
者
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

後
楽
園
園
内
か
ら
見
た
花
火(

上)

と
旭
川
右
岸(

県
庁
側)

か
ら
撮
影

← 満月


